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様々な運動機会を通して、主体的に運動し、

自らの体力を伸ばそうとする生徒の育成 

～部活動における運動機会を通して～

愛知県中小学校体育連盟  研究部協力員   

美浜町立野間中学校  三山  直彦  

《提案要旨》

生徒は、一時的ではあるものの、新型コロナウイルス感染症の拡大によって体を動かす機会を

奪われた。外出自粛の中、室内で工夫しながら運動していた生徒もいるが、ＳＮＳやゲーム等に

多くの時間を費やした生徒が多数いると予想される。時代と共に通信機能は進化し、遠く離れた

友人とも画面を通して会話することが可能となった。“体を動かさなくても”友人と会えてしま

う便利な時代だからこそ、生徒自身が主体的に運動する機会を獲得したり、大人たちが環境を提

供したりすることがより一層大切だと考える。生徒自身が自己の基礎体力を高められるよう、本

校の特性である地域との密着性や部活動などを生かし、研究に取り組んだ。

１  研究の構想

(1) 目指す生徒像

様 々 な 運 動 を 通 し て 得 た 知 識 や 経 験 を 生 か し 、自 己 の 体 力 を 伸 ば す た め に 主 体 的 に

運 動 に 取 り 組 む 生 徒  

(2) 研究の仮説

部活動において、自分の体力を知ったり、様々な運動を体験したりすれば、主体的に運動

しようとする生徒の育成につながるであろう。  

(3) 研 究 の 方 法

① 研究期間：平成 29年度～令和５年度（継続中 ) ② 研究対象：全校生徒

③ 部活動での取り組み

ア 日本福祉大学スポーツ科学部との連携

イ 部活動の特性を踏まえた運動プログラムの実践

２  研究の計画と内容

(1) 自分の体力を知ること (資料１ )

毎年、入学年度の自分自身の体力テスト結果を全国の数値と比

較し、生徒自身に課題意識をもたせるようにしている。  

資料１は令和元年度の学年平均得点と全国平均得点を比較 し

たものである。  資料１ 

資料１ 



(2) 部活動顧問への体力向上プログラムの実施依頼

本校では体力テストの全国平均・愛知県平均・知多地区平均と比

較をしている。研究をはじめた当初、本校の生徒は持久走の数値が

全国平均よりも低いことが分かった。そこで、各部活動顧問に全身

持久力を向上させるトレーニングメニューを紹介し、練習計画の中

に組み込むよう依頼した。冬季練習や練習の隙間時間などを生かし、

生徒の体力向上を図った取り組みに協力してもらった。資料２は、

運動強度を示すボルグスケールという指標である。生徒の自覚度が

12～ 14に感じられるように、運動時間や回数を工夫して実施するよう依頼した。

３  研究の実際と考察

(1) 自分の体力を知るために体力テストの結果を比較

資料３の令和元年度５月 (該当学年１年生時 )と令和２年度６月 (２年生時の休校明け )、令和

２年度１月 (休校明けから約半年経過時点 )の数値を比較すると、男女とも多くの項目で数値が

よくなっている。また、入学当時のアンケートでは、「体力に自信がある」と答えた生徒は全体

の７％しかいなかったが、約一年半の中学校生活の中で、16％まで増えた。さらに、体力テスト

後の生徒同士の会話から、｢部活動であのトレーニングをやってきたから、持久走のタイムが上

がった｣などの声が聞かれ、部活動が生徒一人一人の成長につながっていると生徒が実感してい

ることを知ることができた。

次に資料４にまとめた令和元年度の知多地区２年生の平均記録と本校生徒の６月の平均記録

を比較すると、長座体前屈や握力など、休校中に室内で工夫してできたであろう運動の数値は向

上している。しかし、反復横跳びや持久走、上体起こしなどの「ある程度の広い場所を要する運

動」や「一人では実施しにくい運動」については、数値が低くなっている。また、全身持久力の

運動については、運動量の確保が難しかったことが伺える。冒頭でも例として挙げた持久走の数

値はコロナ禍による体力低下を象徴するような結果であったのではないだろうか。その数値を

生徒たちに伝え、３年生になる令和３年度の３月までには知多地区の平均記録と同等、もしくは

よくなるようにと目標を掲げた。体育科の教師だけでなく、部活動顧問の協力もあり、冬休み明

けに実施した結果は、男女ともほとんどの項目で数値がよくなった。６月に持久走で 457秒（７

分 37秒）だった生徒が、１月には 398秒（６分 38秒）と１分近くもタイムを縮めた。「部活動の

資料３ 

資料２ 



長距離走はとても

苦しくて辛かった

けれど、仲間が応

援してくれたおか

げで最後まで諦め

ず走りきることが

できた。仲間のおか  

げでこれだけタイムを縮めることができた」という感想があった。

(2) 各部活動の取組

本校では平成30年度から、部活動指導において、日本福祉大学スポーツ科学部と連携して、「スポ

ーツフィールドワーク」を行っている。これは、大学で学んだ専門知識やコーチング論を生かし、生

徒の実態に合わせて、顧問と練習計画を立て実践するというものである。大学生から専門的な知識を

得たり、高度なプレーを見たりすることで、生徒が意欲的に部活動に参加する姿が見られた。この実

践を活かし、伸ばしたい体力を身に付けるためのトレーニングを体育科の教師で検討し、各部活動

の練習に取り入れるように依頼した。

① バレー部の朝練習（資料５）

全身持久力の向上を目指し、12月から２月までの長期間、縄跳びを

行ったり、グラウンドの大回り７周のタイムを測定したりした。タイ

ムを記録し、生徒が次なる具体的な目標を設定しやすいようにした。

「全身持久力も付いたが、バレーボールの試合に必要な精神力も身

に付けることができた」という部長の言葉が聞けた。

② 野球部の砂浜サーキット走（資料６）

美しい浜の町である地域性を生かし、砂浜での走り込みを実施し

た。下半身に負荷がかかるため、“走”の体力と運動機能を高める

上では有効だと考えた。また、ジグザグに走ったり、アップダウン

の砂浜を横歩きしたりと、様々な動きをしながら普段とは違う刺激

を心と体に入れることができた。

③ 日本福祉大学のサッカー部員の部活動指導（資料７）

平成30年度から始まった「スポーツフィールドワーク」は、当初は年

３回だったが、令和４年度には、ほぼ毎週部活動指導に携わってくれる

学生の姿が見られた。大学のサッカー部員の俊敏な動きを見ることや専

門的な知識を得ることは、生徒の成長の一助になった。生徒の日記に｢大

学生は、パスをもらってからのスピードが違った｣、｢ゲームでたくさ

ん走っても疲れている様子がなかった。そ う い う 選 手 に なりたい｣と

書いてあった。実体験を通して、生徒に新たな目標ができた瞬間だった。

資料６ 

資料７ 

資料５ 

資料４ 



４ 研究の成果

今回の実践の大きな成果は、「部活動が楽しい」、「体を動かすことが楽しい」と思える生徒が

増えたことである。仲間と共に体を動かし、目標を達成しようと努力する中で、大人になっても続

けたい運動に出会うことができたことは、運動やスポーツを継続して行うきっかけになったのでは

ないだろうか。部活動での運動機会を通して、体を動かすことで自分自身の成長を感じ、主体的に

運動しようとする気持ちが芽生えたのではないか。  

また、自分自身の体力を知り、既習知識や様々な運動方法を組み合わせて体を動かす機会を部活

動の中で作ったことで、自分の体力を保持増進できる生徒の育成につながったと考えられる。そし

て中学校３年間だけの体力向上ではなく、将来の健康の維持増進に大きくつながっていくのではな

いかと期待している。本校生徒の体力が向上した要因は部活動だと考えられる。日頃の積み重ねが

大きな成果となることを生徒も実感したのではないだろうか。今回の研究を通して、体力向上には

部活動のような体を動かす時間が必要不可欠だということが分かった。  

５ 今後の課題

「体力に自信がある」と答えた生徒に、具体的にどの体力（新体力テスト項目）に自信があり、

どのような練習をどれだけ行って、自信をもつだけの体力を身に付けたのかをより詳しく調査する

ことで、｢体力に自信がない｣と答えた生徒の体力を向上させるヒントが見つかるかもしれないと考

える。それをもとに、運動の苦手な生徒への段階的指導など、個別指導計画を作成し、生徒に運動する

楽しさや｢できた｣という達成感を味わわせたい。 

また、令和４年度の本校の記録と全国平均を比較すると劣っている種目が多く、全国規模で見るとま

だまだ成長できる余地があると感じた。今日までに実施してきた授業や部活動で学んだ内容を生か

し、将来も様々な運動に親しみをもち、自らの体力を保持増進できる人になって欲しいと強く願っ

ている。  

本校は、生徒たちの成長の機会を少しでも保証しようと教職員と保護者、地域が一致団結をして

部活動を継続して行っている。実施方法や場所を創意工夫し、強くたくましく伸びゆく「野間中生」

を育成するために、三位一体となり活動してきた。学校教育において、継続して運動に取り組む機

会は保証すべきだと強く感じた。もちろん、部活動だけではこれだけの成果は出ない。今後とも継

続して運動に取り組む様々な機会を保証できるような教育活動に励んでいきたい。

最後に、今回の課題研究を進めるにあたり、家庭や地域、校内外の先生方のご協力があったから

こそ、成果を得ることができたと、心から感謝している。今後も本研究を追求し、校内外における

様々な教育活動がより組織的・効果的に行えるよう実践を継続し、検証していく。そして、運動機

会の保証という本来あるべき教育活動を絶やすことがないように、これからも生徒の健やかな成長

のために尽力していきたい。



意欲喚起につながる複数校合同チームの実践

～選手・顧問が「達成感」を味わう活動を目指して～

秋田県中学校体育連盟  研究委員

北秋田市立鷹巣中学校   成田  裕一郎

八郎潟町立八郎潟中学校 鎌田   祐輔

＜提案要旨＞

 秋田県中学校体育連盟（以下、秋田県中体連）では、Ｈ２８年度日本中体連研究大会岐阜大会第

４分科会の研究テーマの１つとして、「複数校合同チームの編成」について調査・研究を重ねた。

その研究をまとめる中で挙げられた課題が「合同チームに参加する選手の活動意欲につながる運

営の工夫」であった。課題は明確だったが、ここ数年中体連側では選手の出場機会確保をゴールと

し、選手の「達成感」「やりがい」等にスポットを当てることができていなかったという反省点が

ある。

 人口減少率が全国一の本県は、合同チーム数が年々増加していくことが明らかである。今回の調

査・研究を通して、合同チームに参加する選手が充実した活動を送るための効果的な取組を研究し

たいと考え、テーマを設定した。

１  はじめに（本県の現状）

 秋田県中体連は、２５市町村を９地区に分けた地区中体連と１９競技専門部、研究委員会で構成

されている。秋田県中体連加盟校は年々減少し、現在１０６校である。また、本県中学生徒数は平

成２６年度、２６ ,０００人弱だったが、ここ１０年で５ ,０００人以上減少し、今年度は２０ ,３４

３人となっている。このままの推移で行くと、２・３年後には２０ ,０００人を割ることが予想さ

れる。

２  研究調査内容

研究１  「合同チーム実践計画書・実践報告書の作成・分析」

○令和４年度各郡市秋季大会に出場した合同チームが対象

○県内２９チームの指導者が提出

○対象となった５競技  ※（  ）内はチーム数

「軟式野球（１３）」「ソフトボール（３）」「サッカー（５）」

「バスケットボール女子（５）」「バレーボール女子（３）」

○合同チーム編成が確定した後に「実践テーマ」「練習計画」「具体的な実践活動」

等について検討した実践計画書を提出

○合同チームでの活動終了後、実践報告書を提出



＜実践計画書・実践報告書（女子バレーボールチーム）＞

＜２９チームから提出された実践計画書、実践報告書からの考察＞

・合同チームでの活動は、単独校では得ることができない経験をしている。

・指導者が複数いることは最大のメリットである。

・「週末⇔平日」「合同⇔単独」などの適切な活動サイクルを作ることが重要である。

・活動回数や活動時間などに制約が求められる。

・単独チームでの活動と比較し、より効率的な活動が求められる。

研究２  「合同チームに関する追跡調査・分析」

○令和４年度各郡市秋季大会に出場した合同チームの選手・指導者対象

○選  手 ２１９名（現３年生１１７名、現２年生１０２名）

指導者 ６３名（男性４９名、女性１４名）

○対象となった５競技  ※（  ）内は選手数

「軟式野球（１０６名）」「サッカー（３４名）」

「ソフトボール（２０名）」「バレーボール女子（４０名）」

「バスケットボール女子（１９名）」

○選手は１４項目、指導者は１７項目の質問に回答



⑤「選手同士がお互いの思いや考えを伝

え合う機会（時間・回数）  は十分であっ

た。」という問いに対し、概ね満足と答

えた割合が、選手が９０％程度、指導者

は６０％程度となった。

⑧「合同チームでの活動時間や回数は十

分に確保されていた。」という問いに対

し 、 概 ね 満 足 と 答 え た 割 合 は 選 手 が

７０％、指導者は３０％となった。

○この２つの結果から、チームの成熟、技

能向上等のために、更に多くの時間や機

会が必要と考える指導者に対し、現状に

満足している選手とで大きな開きがある

ことが分かった。

 合同チームでの活動をさらに充実したものにするため、選手に対し「⑭」「⑮」の質問を行っ

た。その結果、９０％近くの選手が効果的であると回答したのに対し、得意かどうかと聞かれる

と「そう思う」が約１７％少なく、「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」が合わ

せて１８％多くなった。指導者に頼らず、自分たちの力で練習することについて、その効果は分

かっているものの、実際には苦手意識をもった生徒が４分の１程度いることが分かった。

  合同チームでの活動をより充実させるためには、指導者自身がどの生徒に、どんなタイミング

で、どんな内容をティーチングとして指導するのか、またはコーチングとして引き出してあげる

のか、効果的な使い分けが必要だと感じた。



３  充実した合同チーム活動にするための『７つのチェックリスト』

＜チームの基盤づくりのためにできること＞

①活動サイクルの確立

＜複数指導者を生かすためにできること＞

②指導者の得意分野を生かした役割分担

③自校・他校問わず、選手とのコミュニケーション機会の確保

＜選手主体の活動推進のためにできること＞

④指導者によるティーチングとコーチングの使い分け

⑤選手が思考・判断する場の設定

⑥選手同士がお互いの思いを表現し合う場の設定

⑦選手の役割分担の明確化

４  複数校合同チームが効果的な活動を行うためのキーワード・・・「分」

Ⅰ指導者も選手も、やるべきことを分業し、役割分担をすること。  

Ⅱ合同チームでの活動を分析し、成果と課題を明確にすること。そして、自チームの活動で分

解練習を行うこと。

Ⅲ指導者はティーチングとコーチングを使い分け、より効果的な指導を心掛けること。

Ⅳ指導者同士、選手同士、チーム同士で思いや考えを分かち合うこと。  

５  提言「秋田版複数校合同チーム編成」推進に向けて



運動部活動における健康安全管理  

～夏季休業中における部活動の熱中症対策～

滋賀県中学校体育連盟  研究部

  彦根市立東中学校  中村  翔馬  

１  はじめに  

 学校における熱中症事故は毎年 5,000件程度発生（独立行政法人日本スポーツ振興センターによ

る災害共済給付制度による医療費を支給した件数）している。気候変動の影響を考慮すると、今後

も熱中症による死亡者 1,500人超を出した平成 22年や平成 30年の夏のような災害級ともいえる暑さ

が懸念される。そこで、学校教育の場で熱中症対策が部活や授業ごとの個の教員による対策だけで

なく、学校全体での取り組みが必要になる。  

２  本校の取り組み  

 熱 中 症 を 引 き 起 こ す 条 件 と し て 「 環 境 」 が 重 要 で あ る 。 環 境 条 件 の 指 標 は 暑 さ 指 数 (WBGT：

WetBulbGlobeTemperature：湿球黒球温度 )で示すことができる。この WBGTは、人体と外気との熱と

のやり取り (熱収支 )に着目し、熱収支に与える影響の大きい気温、湿度、日射・輻射など周辺の熱

環境、風 (気流 )の要素を取り入れた指標で、単位は、気温と同じ℃を用いる。体育等の授業の前や

校外活動の前や活動中に、定期的に暑さ指数 (WBGT)を計測し、環境省が出している下の図１に従っ

て活動を行う必要がある。  

図１  暑さ指数 (WBGT)に応じた注意事項

＜提案趣旨＞  

近年、気温が30℃を超える状況の長時間化と範囲の拡大、熱帯夜の出現日数の増加といった高

温化の傾向が見られる。これに伴い我々が高温にさらされる延べ時間数が増加しており、日常

生活環境における熱中症が問題となっている。  

学校における生徒の健康安全管理は、最優先される事項であり、運動部活動を適切に実施する

ための効果的な取り組み等について考察する。  



本校が所属する彦根市の WBGT指数をもとに部活動をどのように行っていくかが重要になる。次の

図２は彦根市の令和２、３年度における夏季休業中の WBGT指数をまとめたものである。  

図２  令和２・３年度における夏季休業中の WBGT指数  

 図２から、部活動の午後の時間に WBGTが「 31℃」以上を上回る可能性が高いことがわかる。また、

午後の時間帯だけで午前中に WBGTが「 31」を上回ることが少ない。さらに、令和２年度に関しては

31日間の中で 16日も WBGTが「 31」を超える時があった。このことから、午後の部活動は制限される

可能性が高いことが考えられる。また、運動部に所属している生徒の５人に１人が熱中症を経験し

ていることが 2019年、タニタの調査結果から明らかになった。幼稚園・保育園児から高校生までの

子どもがいる親 401人に対し、「暑い時期に子どもの熱中症が心配か」を質問したところ、 87.8％

が「心配している」と回答した。「自身の子どもが熱中症になったことはあるか」という問いでは、

14.2％が「ある」と回答した。運動部への所属状況別では、「所属している」21.3％と、運動部に

所属している子どものほうが熱中症の経験率が高かった。  



子どもが運動部に所属している親 164人に対し、「子どもの部・クラブ活動の顧問・指導者は熱中

症の知識を持っていると思うか」を尋ねた結果では、「思う」79.9％、「思わない」20.1％であった。

「子どもの部活動の顧問・指導者は熱中症の危険度が高い日でも無茶な練習を続けると思うか」と

いう問いでは、「思う」 34.1％、「思わない」 65.9％だった。  

「熱中症の危険度が高い日は子どもに部活動を休んでほしいと思うか」という問いには、76.8％

が「思う」と回答した。「熱中症の危険度が高い日は部活動を禁止するといったルールがあるか」

との質問では、「ある」 46.3％、「ない」 53.7％であった。「熱中症の危険度が高い日は部活動を禁

止するといったルールを作る必要があると思うか」という質問で「思う」と回答した親は 79.3％に

のぼった。このことから、熱中症対策が必要になる。そこで、本校では夏休み (８月中 )期間におけ

る部活動の活動時間を午前中の２分割 (8：00～ 10：00／ 10：15～ 12：15)で実施することになった。

学校外での活動の場合、できる限り午前中の活動にする。しかし、大会時は各々の規定に準じるこ

ととした。  

※本校の部活動のガイドライン（休養等）に沿った活動とした。

 2022年８月 30日に８月の午前中２部制と熱中症対策のアンケートの実施をした。内容は８月の午

前中２部制の意見、水分補給の取り方、熱中症症状がでた生徒の人数、熱中症対策を行った具体的

な内容を聞いた。結果は以下の通りになった。  

Q．本校の熱中症対策（午前中２部制）で実施してどのように感じましたか。（単位：人）

運動部  

（体育館）

運動部  

（グラウンド）
文化部 合計  

よかった 12 10 ４ 26 

よくなかった ５  ２  １ ８  

実施していない ０  ０  ６ ６  

合計  17 12 11 40 

Q．水分補給の取り方について（単位：人）

全体で取らせている 各自で取らせている 両方  

13 16 ６  

Q．水分補給の回数について（単位：人）

０回  １回  ２〜３回 ４回以上

０  １  ８  22 



Q．熱中症症状がでた人数（単位：人）

０人  １人  ２～４人 ５～７人 ８人

26 ２  10 １  ０  

Q．その他の熱中症対策

教員からのアンケートの結果より、以下に考察を示す。まず、午前中の部活動は熱中症対策に

有効であった。 14時頃は WBGTが｢31｣を超えるときが多い。その時間に活動しないことで比較的涼

しい時間帯に活動できた。次に、生徒負担の軽減につながったと考えられる。気温が高い時期の

活動は、適温時と比べる体力を消耗するただでなく、長時間の活動により怪我のリスクが高まる

と考えられる。気温が上がるまでの活動により、スポーツ障害の抑制にもつながったと考えられ

る。また、活動中の水分補給を 30分に１回以上を徹底したことで、熱中症のリスクを軽減するこ

とができた。人間は体内の水分量の５％を失うと脱水症状や熱中症の症状が現れ、 10％を失うと

筋肉の痙攣や循環不全が起こり、 20％が失われると人は死に至る。水分補給を徹底することで体

内の水分量の安定につながった。最後に教員の働き方改革につながったと考えられる。教員は多

くの残業時間が発生している中で、部活動を午前中に終えることで、午後からの時間を教材研究

等に費やすことができ有意義に過ごすことができた。  

３  今後に向けて  

 午前中２部制の部活動は熱中症効果があったと考えられる。一方で生徒の活動時間の減少や体

育館割り当ての数の減少、午前に業務がある場合に部活動を実施することができないなどの課題

がある。また、本校だけの取り組みであるため、市内や県での統一した取り組みの必要性も感じ

られた。そのため、午後からクーラーが使える場所での活動を可能にするや、風通しの良い場所

で活動するなどの対応が重要であると考えた。また、熱中症予防や熱中症が起こった際に教員が

適切な対応ができるよう、救命救急の研修を受け、知識と技能を身に着ける必要性があると感じ

た。そうすることで、万が一に対応することが可能であると考えられる。来年度に向けて、学校

全体で話し合いをしていく必要があると感じた。  

〔参考文献〕学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き (案 )－環境省・文部科学省  

熱中症に関する意識・実態調査 2019.－株式会社タニタ

・扇風機を使用した。水分補給でスポーツドリンクを飲むように指導している。保護者との連携

で「食育」も意識してもらっている。

・常に水分補給ができるように行なった。さらに、塩分等を補給させた。

・活動後にエアコンの効いた教室で学習する時間があった。体を冷やすことにつながって、結果

として良かった。
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